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忘 れて いた 、 あ な た の 家 族 へ の 想 い が あ ふ れ 出 す

11.30( 金 )

全国ロードショー

11.23( 金・祝 )
鹿児島・熊本先行公開

阿

久根を中心に撮

影

※ 当 日 の 開 催 時 刻 や 出 演 す る キ ャスト、 観 覧 申し 込 み 方 法 な ど 　

　 詳 細 は 後 日 、 市 ホ ーム ペ ー ジ な ど で お 知 ら せ し ま す。

市民交流センターオープンと

阿久根商工会議所創立６０周年を記念して、

阿久根では映画のキャストを迎えて、

11 月 23 日（金・祝）に先行プレミアム上映が決定！
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人
生
を
鉄
道
に
な
ぞ
ら
え
て
描
く

映
画「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」シ
リ
ー

ズ
。
２
０
１
１
年
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ

Ｙ
Ｓ
愛
を
伝
え
ら
れ
な
い
大
人
た
ち

へ
」
か
ら
７
年
の
時
を
経
て
、
シ

リ
ー
ズ
最
新
作
「
か
ぞ
く
い
ろ
‐
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
わ
た
し
た
ち
の
出

発
‐
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

最
新
作
の
舞
台
は
、
鹿
児
島
県
と

熊
本
県
を
結
ぶ
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
。

阿
久
根
市
な
ど
、
美
し
く
彩
り
豊
か

な
九
州
の
西
海
岸
を
舞
台
に
、
愛
す

る
人
を
失
っ
た″
ふ
ぞ
ろ
い
〟
な
３

人
の
家
族
の
再
出
発
を
描
き
ま
す
。

　

亡
き
夫
の
連
れ
子
・
駿
也
と
と
も

に
、
夫
の
故
郷
・
鹿
児
島
で
鉄
道
運

転
士
を
目
指
す
奥
薗
晶
（
お
く
ぞ

の
あ
き
ら
）
役
に
は
有
村
架
純
さ
ん
。

晶
の
義
父
で
、
鉄
道
を
愛
し
、
人
生

を
捧
げ
て
生
き
て
き
た
男
・
奥
薗

節
夫
役
に
は
國
村
隼
さ
ん
。
ま
た
、

桜
庭
な
な
み
さ
ん
、
木
下
ほ
う
か
さ

ん
、
筒
井
真
理
子
さ
ん
、
板
尾
創
路

さ
ん
、
青
木
崇
高
さ
ん
ら
実
力
派
俳

優
陣
が
集
結
。
奥
薗
駿
也
役
は
、オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
歸
山
（
き

や
ま
）
竜
成
さ
ん
が
演
じ
ま
す
。
監

督
・
脚
本
は
、「
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
」

な
ど
の
𠮷
田
康
弘
さ
ん
。
音
楽
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
富
貴
晴
美
さ
ん
が
手
掛
け
、
斉
藤

和
義
さ
ん
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
主
題

歌
「
カ
ラ
ー
」
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

飾
り
ま
す
。

阿
久
根
市
な
ど
、

美
し
く
彩
り
豊
か
な
九
州
の
西
海
岸
を
舞
台
に
、

「
家
族
の
再
出
発
」
が
テ
ー
マ
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自
分
た
ち
な
り
の

　
″
か
ぞ
く
い
ろ
〟
を
見
つ
け
て
い
く

　
　

 
感
動
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

　

晶
（
有
村
架
純
さ
ん
）
は
、
夫
・

修
平
（
青
木
崇
高
さ
ん
）
と
そ
の
連

れ
子
・
駿
也
（
歸
山
（
き
や
ま
）
竜

成
さ
ん
）
と
東
京
で
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
た
が
、
修
平
の
突
然
の
死
で
生

活
は
一
変
。
残
さ
れ
た
駿
也
と
と

も
に
夫
の
故
郷
・
鹿
児
島
へ
向
か
い
、

ま
だ
会
っ
た
こ
と
の
な
い
義
父
の
節

夫
（
國
村
隼
さ
ん
）
を
訪
ね
る
。

　

節
夫
は
、
運
転
士
の
仕
事
一
筋

で
家
族
を
顧
み
ず
に
生
き
て
き
た

が
、
突
然
や
っ
て
き
た
晶
た
ち
を
戸

惑
い
つ
つ
も
受
け
入
れ
、
３
人
の
共

同
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
晶

は
、
亡
き
修
平
の
子
ど
も
の
頃
の
夢

で
も
あ
り
、
電
車
好
き
な
駿
也
の
た

め
、
鉄
道
の
運
転
士
を
目
指
す
こ
と

に
。「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
ダ
メ
だ
っ
て

分
か
っ
て
ま
す
。
変
わ
り
た
い
ん
で

す
」
血
の
つ
な
が
ら
な
い
息
子
の
母

と
し
て
、
そ
し
て
運
転
士
に
な
る
た

め
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
よ
う
と
す
る
晶

の
姿
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
見
い

だ
せ
な
か
っ
た
【
大
切
な
こ
と
】
に

気
付
い
て
い
く
節
夫
。
愛
す
る
人
を

亡
く
し
、
一
度
家
族
を
失
っ
た
３
人

は
、
も
う
一
度
【
家
族
】
に
な
れ
る

の
だ
ろ
う
か
─
─
。

大川小・中学校の近くにある霧島
神 社 は、 晶 や 駿 也 が 成 長 す る
重 要な場所となっています。
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美しい自然、食べ物、地元の人…
目の前の日常が映画に登場。
だから「かぞくいろ」は面白い！

　
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
は
、
豪
華
キ
ャ

ス
ト
陣
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
感
動
的

な
ス
ト
ー
リ
ー
が
魅
力
で
あ
り
、
そ

し
て
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
沿
線
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
光
景
や
食
べ

物
が
登
場
し
た
り
、
地
元
の
人
が
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
た
り
す
る

な
ど
、
観
ど
こ
ろ
が
多
く
大
変
面
白

い
映
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
九
州
西
海
岸
の
美
し
い
自

然
の
中
を
走
る
列
車
か
ら
見
え
る
車

窓
風
景
は
、
思
わ
ず
旅
行
し
た
く
な

る
気
分
を
掻
き
立
て
る
も
の
で
す
。

映
画
が
公
開
さ
れ
る
と
、「
阿
久
根

を
訪
れ
て
み
た
い
」
と
思
う
全
国
か

ら
の
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

映
画
の
上
映
は
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
観
光
客
か
ら
「
阿
久
根
、
い
い

ね
」、「
ま
た
来
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
市
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。　

列車内でのシーン。乗っているの
は、もちろん肥薩おれんじ鉄道。
背景にはにぎわい交流館阿久根駅
のホームが映されています。

阿久根の大川地区の民家で撮影。
食事の時のシーンには、地元食材
も使用されており、細かな所まで
観どころがあります。

阿
久
根
を
中
心
に
撮
影

　

撮
影
地
を
訪
れ
る
観
光
客
の
増
加
に
期
待



　

20
回
あ
く
ね
洋
画
展
」

が
８
月
25
日
か
ら
９

月
２
日
ま
で
の
９
日

間
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
１
４
５
８
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

人
物
や
風
景
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
や
技
法
で
描
か
れ
た

力
作
３
５
６
点
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
思
い
思
い
に
展
示
さ

れ
た
絵
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

初
日
に
は
、
田
代
小
学
校
の

青
野
浩
哉
教
頭
に
よ
る
ピ
ア
ノ

の
生
演
奏
が
披
露
さ
れ
て
穏
や

か
な
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
招
待

作
家
・
内
川
達
さ
ん
に
よ
る　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
内
外
か
ら
一
般
・

高
校
生
の
部
で
は
２
０
５
点
、

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
・
中
学

生
）
で
は
１
４
６
２
点
の
応
募
。　

大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
一
般
・

高
校
生
の
部
で
は
赤
松
繁
さ
ん

(

出
水
市
在
住)

、
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
で
は
筒
洸
陽
さ
ん(

折
多
小
６

年)

で
し
た
。

　

多
数
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 20 回 あくね洋画展開催
人物、風景、抽象画など力作 356 点がずらりと並ぶ阿久根の芸術イベント

「ジュニアの部」受賞者の皆さん

８月 25 日から９月２日までの間、会場に
は人物や風景、抽象画などの力作 356
点が展示され、来場者は思い思いに絵を
鑑賞していました。

初日には田代小学校の青野浩哉教頭
がピアノ演奏を披露。この日のために
練習されたというＮＨＫ大河ドラマ「西
郷どん」や「篤姫」のオープニング曲
などを演奏し、会場は穏やかな雰囲
気に包まれました。

招待作家の内川達さんによる
ギャラリートーク。展示された
作品をユーモアを交えながら
分かりやすく解説されました。

第
「

「一般・高校生の部」受賞者の皆さん
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　　           【功労賞】
　　『曽木ノ滝公園Ｎｏ .2』
　　  川崎　照男（出水市）

　　               【新人賞】
　　『トリコロール・ふむき？』
　　  若松　伸一（阿久根市）

【委嘱作家賞】田中　絹子 ( 伊佐市 )
【県美術協会賞】平川　明子（伊佐市）
【奨励賞】

　犬童　征士（人吉市）、松下　行男（出水市）、
　髙木　和枝（阿久根市）、 是枝　啓子（薩摩川内市）、
　田上　正人（鹿児島市）

【高校生賞】福島　萌子（出水高）、 杉薗　はるな（川内商工高）、
　　　　　  金子　綾（松陽高）

【あくね洋画展第 20 回記念大賞】
　『静寂Ⅰ』赤松　繁（出水市）

　　　【阿久根市長賞】
　『人と動物達のふれあい』
　　赤城　繁治（出水市）

　　【阿久根市教育長賞】
　　   『陽ざしを受けて』
　　鮫島　和子（さつま町）

　　【阿久根市文化協会長賞】
　　　　『おかげ横丁』
　　  兵底　由紀子（伊佐市）

　【阿久根市議会議長賞】
　　　『里山風景』
　安田　勝利（阿久根市）

【阿久根市教育委員会賞】折多小学校
【特選】

倉田　姫彩（阿久根小１年）、小川　鉄生（平尾小１年）、
松薗　周平（南九州市立大丸小１年）、
石野　翠星（下水流小２年）、宗像　栄汰（野田小３年）、
西尾　昇造（鶴川内小４年）、池平　雪乃佳（指宿市立利永小５年）、
池平　樹（指宿市立利永小６年）、中間　梨緒（阿久根中２年）、
結城　千英（薩摩川内市立川内中央中３年）　　　 

　　　　【あくね洋画大賞】
　『お寺』筒　洸陽（折多小６年）

　　　【阿久根市長賞】
　　『大きなカメさん』
豆ヶ野　あかり（獅子島小２年）

【阿久根市文化協会長賞】
『マウスピースをふいたよ』

花田　優羽（高尾野小３年）

　　【県美術協会長賞】
　　　『平尾小学校』
　吉武　海翔（平尾小５年）

　　     【南日本新聞社賞】
　『阿久根駅のブルートレイン』
　 長谷川　絆（阿久根小４年）

  【阿久根市議会議長賞】
　 　『阿久根漁港』
濵﨑　凛久（阿久根中１年）

開催 20 回目を記念して、
２つの特別賞を増設

　「一般・高校生の部」  出品 205 点（152 人）、特別賞および奨励賞 21 点、入選 174 点、敬称略

　「ジュニアの部」出品1,462 点（1,462 人）、特別賞および特選 16 点および１団体、入選 119 点、敬称略

ギャラリー賞

『夕焼けに魅せられて』
中山　勝久 ( 阿久根市 )

   『川景色（高松川）』
児玉　信子 ( 阿久根市 )

　 　『紅葉』
前田　米生 (長島町）

　『古ぼけた赤鳥居』　
リー善哉 ( 田代小６年 )

　  『満天の星空』
　   門﨑　明日香
( 薩摩川内市立祁答院中３年 )

『大きいいもになあれ』
リー謙二 ( 田代小３年 )

ギャラリー賞



ぶどう狩り、魚釣り、郷土料理…

阿久根の魅力を満喫する体験ツアーを開催

　自然豊かな阿久根の魅力を県内外の方に発信するツアー「阿久根まるごと体験ツアー」が８月４日、５日
の２日間開催されました。これまで、秋から冬にかけての農産物の収穫を１日体験するツアーを実施していま
すが、２日間にかけて夏に行うのは今回が初めてです。
　ツアーには市外から約 40 人の親子連れが参加し、阿久根の水産物や農産物を堪能しました。

ュ
ー
や
阿
久
根
産
の
魚
の
刺
身
な

ど
で
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ま
ず
北
さ
つ
ま
漁

協
に
向
か
い
、
１
本
の
重
さ
約

１
３
０
kg
の
氷
を
つ
く
る
製
氷
工

場
や
マ
イ
ナ
ス
５
℃
の
世
界
を
体

験
で
き
る
貯
氷
庫
を
見
学
。
特
に

貯
氷
庫
で
は
普
段
な
か
な
か
で
き

な
い
体
験
と
あ
っ
て
「
外
が
暑
い

か
ら
す
ご
く
気
持
ち
い
い
」
と
子

ど
も
た
ち
は
声
を
上
げ
て
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
次
は
、
脇
本
上
原
区
に

あ
る
「
落
合
ぶ
ど
う
園
」
に
移

動
。
ブ
ド
ウ
棚
に
は
鮮
や
か
な
紫

色
の
巨
峰
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
お

り
、
参
加
者
は
成
熟
し
た
実
を
は

さ
み
で
次
々
と
収
穫
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
場
で
試
食
す
る
こ
と
も

で
き
、
無
農
薬
栽
培
の
巨
峰
を
口

に
す
る
と
「
す
ご
く
甘
く
て
お
い

し
い
」
と
上
々
の
評
判
で
し
た
。

　

昼
食
時
間
に
な
る
と
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
阿
久
根
市

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が

手
作
り
し
た
昼
食
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
阿
久
根
産
の
食
材
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
た
郷
土
の
味
に
参
加

者
は
「
お
い
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
２
日
間
の
ツ
ア
ー

は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
。
鹿
児

島
市
か
ら
参
加
し
た
今
村
柳
之
助

さ
ん
一
家
４
人
は
阿
久
根
を
満
喫

し
た
様
子
で
、
小
学
４
年
生
の
有

凱
君
は
「
釣
り
が
一
番
楽
し
く
、

忘
れ
ら
れ
な
い
夏
休
み
の
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
来
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

日
は
、
午
後
に
市
役
所
を

出
発
。
脇
本
漁
港
深
田
地

区
に
あ
る
海
上
釣
り
堀
「
阿
久
根

シ
ー
パ
ー
ク
」
に
向
か
い
、
参
加

者
は
マ
ダ
イ
や
シ
マ
ア
ジ
な
ど
が

入
っ
た
い
け
す
に
釣
り
糸
を
垂
ら

し
、
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
釣
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
魚
を

釣
り
上
げ
る
と
保
護
者
は
カ
メ
ラ

を
向
け
て
「
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
」
と

記
念
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
阿
久
根
旧
港
近
く

に
あ
る
青
果
市
場
で
、
バ
ー
ベ
キ

初
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が
主
催
す
る
平
成
29
年
度

営
農
講
座
の
閉
講
式
が
７

月
15
日
、
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
は
平
成
29
年
８
月
か
ら
今

年
７
月
ま
で
の
１
年
間（
月
１
回
）

で
、
農
業
に
関
す
る
基
礎
や
農
業

機
械
の
扱
い
方
、
豆
類
や
季
節
野

菜
の
栽
培
方
法
な
ど
実
習
を
交
え

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
受
講
者
は

「
作
物
の
栽
培
基
礎
を
学
ん
だ
の

で
、
今
後
は
自
分
の
畑
で
実
践
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

川
の
牛
之
浜
地
区
に
新
た
な

道
の
駅
の
整
備
を
目
指
す
整

備
促
進
協
議
会
（
会
長
は
西
平
良

将
市
長
）
は
８
月
28
日
、小
里
泰
弘・

衆
議
院
議
員
と
と
も
に
国
交
省
本

省
を
訪
れ
、
整
備
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
薩
摩
川
内
市
長
、　
長

島
町
長
を
は
じ
め
両
市
町
の
議
会
、

経
済
界
の
関
係
者
が
新
た
に
メ
ン
バ

ー
に
加
入
。
要
望
を
受
け
た
国
交
省・

菊
地
身
智
雄
技
監
は
、「
近
隣
自
治

体
で
連
携
し
て
取
り
組
む
の
は
素
晴

ら
し
い
」
な
ど
と
応
じ
ま
し
た
。

市

大

平成29年度

営農講座閉講式を開催

新しい道の駅整備に向けて

薩摩川内市・長島町と連携強化

８月 　　　　　　　　　　　活　動　内　容
１日 小・中学校弁論大会（市内）、市長と語る会（田代下区、田代中区）
３日 島原・天草・長島架橋構想および九州西岸軸構想推進中央要望活動（東京都）
５日 出水支部消防操法大会（出水市）

６日 出水地域開発促進協議会県北薩地域振興局に対する要望活動（薩摩川内市）
出水地区医療問題協議会定例会（出水市）ほか

８日 出水地区社会基盤整備推進協議会定期総会（出水市）

９日
「サンセット牛之浜景勝地」の道の駅整備促進協議会総会（市役所）

市長と語る会（遠矢区、山下馬場区）

10 日 道の日道路清掃出発式（市内）
北薩広域行政事務組合議会（出水市）

11 日 わきもと元気祭り（市内）
12 日 あくね新鮮おさかな祭り（市内）
17 日 国民体育大会九州ブロック大会（ボクシング競技）（市内）
18 日 ドリームリーグ鹿児島大会オール阿久根３０周年記念大会ほか
19 日 日本一どでカボチャコンクール（市内）
20 日 市産業祭実行委員会（市役所）

21 日 南九州西回り自動車道阿久根川内道路に係る要望活動（鹿児島市）
市長と語る会（筒田区）

23 日 ＪＡいずみ三笠支部園芸振興大会（市内）、市長と語る会（段区）
25 日 あくね洋画展表彰式（市内）、阿久根警察署管内防犯剣道大会（市内）
27 日 県市長会定例会（姶良市）
28 日 「サンセット牛之浜景勝地」の道の駅整備促進に係る要望活動（東京都）
29 日 居酒屋産業展トップセールス（東京都）、市長と語る会（弓木野区）
30 日 市長と語る会（古里区、松ケ根区）

市長の

主な動き

８月

平
良
将
市
長
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
の「
対
話
」

と
「
協
働
」
を
軸
に
、
よ
り

多
く
の
方
が
笑
顔
に
な
る
よ

う
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
主
な
活
動
は
次
の

と
お
り
で
す
。

西

阿久根市長
 西 平  良 将
にしひら  よしまさ

　市ホームページもご覧ください。　阿久根市　市長の活動報告　 検索9



問　産業祭実行委員会事務局（商工観光課内）

　　☎ 0996-73-1114

 

市役所からの 

お知らせ 
Notification from Akune City Hall 

市が行う制度や行事などをお知らせ

します。ご不明なことがあれば、お問

い合わせください。 

民泊の受け入れ家庭を募集します

漁業センサスを実施します

特設人権相談を実施します

 

市役所からの 

お知らせ 
Notification from Akune City Hall 

市が行う制度や行事などをお知らせ

します。ご不明なことがあれば、お問

い合わせください。 

▼
▼
次
号
「
広
報
あ
く
ね
10
月
号
」
は
、
10
月
16
日 

火 

発
行
で
す
▲
▲

　人権尊重思想の普及高揚を図ることを目的に、
人権擁護委員および法務局職員が「特設人権相談」
を実施します。
　家庭内の問題、子ども、女性、高齢者および　
障がい者などの人権の問題でお困りの方は、この
機会にご相談ください。相談は無料です。また、
秘密は固く守られます。

　なお、本市では次の方々が人権擁護委員として
活動しています。
◆人権擁護委員（敬称略）
　・大石　啓元　　・髙﨑　良二　　
　・河野　俊一　　・川畑　ゆかり　

　「あくね遊々体験倶楽部」では修学旅行生の
農家民泊の受け入れ家庭を募集しています。
　受け入れ回数は年に２回程度、修学
旅行生（３～４人程度）を自宅に宿泊
させ、体験や調理の指導を行っていた
だきます。
　体験内容については農作業、釣り、郷土料
理作りなど、何でも構いません。家庭での体
験が難しい場合は、他の受け入れ家庭に体験
のみ依頼することも可能です。
　受け入れを行った家庭には謝金をお支払い
します。
◆受け入れ料金（生徒一人当たり）
　●１泊２食（夕食・朝食）当たり
　　　4,500 円／人
　●昼食 600 円／回
　●体験料 1,000 円／回
　●補助金　5,000 円／泊
※布団が足りないという場合はリースも行っ
ています。また、受け入れ前には研修も行い
ますので初めての方でもご安心ください。
　都会育ちの修学旅行生に田舎の生活の楽し
みを教え、交流を行うことで元気をもらえま
す。　
　興味のある方はお気軽にお問い合わせくだ
さい。

　平成 30 年 11 月１日を基準日
として、５年ごとに行われる漁
業センサスが実施されます。
　この統計調査は、漁業の生産
構造、就業構造および漁業生産
の実態を総合的に把握し、水産
行政の推進に必要な基礎資料を得ることを目的と
して行われます。
　10 月中旬から下旬にかけて、調査員証
を携帯した調査員が全ての漁業経営体に調
査書類を配布しますので、ご回答をお願い
します。調査内容については、統計資料の作成以
外の目的に使用することは一切ありませんので安
心してご記入ください。
　調査へのご理解とご協力をお願いします。

問　選挙管理委員会事務局　☎0996-73-1267

問　企画調整課　統計調査係　☎0996-73-1215

問　市民環境課　住民年金係　☎0996-73-1218

問　あくね遊々体験倶楽部事務局（商工観光課内）

　　☎ 0996-73-1114

◆日時　 11 月７日 水  13 時 30 分

◆場所　市役所２階　大会議室
※出席者は、印かんをお持ちください。

◆日時　 10 月４日 木  10 時～ 15 時

◆場所　働く女性の家　相談室

◆期間　 10 月 20 日 土 ～ 11 月３日 土

　　　　 ８時 30 分～ 17 時 15 分

◆場所　選挙管理委員会事務局（☎ 0996-73-1267）

ご

協
力をお願いしま

す

阿久根市長選挙 (12/23 日・祝  投票日 ) の

立候補予定者説明会を実施します

海区漁業調整委員会委員選挙人　
名簿の縦覧 を 行います
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詳細が決まり次第、お知らせします

ゲストランナー：
元オリンピックマラソン選手 谷口 浩美 さん

認知症予防講演会を開催します

阿久根市産業祭を開催します

秋の全国交通安全運動を実施します

◆運動のスローガン　
　『 ルールとマナー　乗せて走ろう　秋の道  』
◆運動の重点　
　【全国重点】
●　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運
　転者の交通事故防止
●　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の　　
　交通事故防止
●　全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
●　飲酒運転の根絶
　【地域重点】
●　中学生以下の子どもに乗車用ヘルメットを着
　用させる義務およびその他の自転車利用者に対
　するヘルメットの着用推進
●　自転車利用者に対する自転車損害賠償責任保
　険等への加入義務などについての周知啓発

問　スポーツ推進課　☎ 0996-73-4649

※ 9/21 は「世界アルツハイマーデー」

鹿児島県が
新たに設定

問　総務課　危機管理係　☎ 0996-73-1210

Ｂ＆Ｇプール  10月まで開放中

認知症を理解し一緒に歩む県民週間 ◆開放期間・時間
      ９月１日 土 ～ 10 月 31 日 水 

　　13 時～ 17 時、18 時～ 19時30分

◆利用料金　市内在住の方（市外の方は倍額）
　　小・中学生　５０円
　　高校生・一般　１００円
◆休館日
　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　※大会などにより臨時休館する場合があります。

◆日時　 10 月 30 日 火  18 時 30 分～ 20 時

◆場所　脇本地区公民館
◆講師　西脇　知永 医師
　　　　 荘記念病院
　　　　 認知症疾患医療センター長
◆演題　「認知症を知ろう！
　　　　  支える人々の意識改革！」
◆参加費　無料

９月 21 日 ( 金 ) ～９月 30 日（日）

９月 16 日 ( 日 ) ～９月 22 日（土）

　認知症のことを正しく理解し、認知症の方々や
その家族にとってやさしい地域づくりを一緒に進
めていきましょう。

問　地域包括支援センター　☎ 0996-73-1272

　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0996-73-0297

◆年内の開催日  ( 毎月第３水曜日 )

  10月17日、11月21日、12月19日  

おれんじカフェ「よかよか」

◆時間　13時45分～15時45分(受付13 時 30 分～)

◆場所　折多地区集会施設
◆内容　
　・脳活性化レクリエーション
　・認知症に関するミニ講話
　・お茶を飲みながら交流
　・認知機能チェックや個別相談（希望者のみ実施）
◆申し込みについて
　開催日の１週間前までに、同センターへ電話　
またはＦＡＸで申し込んでください。

元気度アップ事業対象

　認知症の方や認知症の方を支える家族の方が、
少しでもほっとできる時間を過ごしていただく場
として、また、認知症になっても住み慣れた地域
で安心して過ごせる地域づくりを語る場として開
催します。（参加料 100 円）

参加してみませんか？

お気軽に参加してくだ

さ
い

元気度アップ事業対象

問　産業祭実行委員会事務局（商工観光課内）

　　☎ 0996-73-1114

問　同レース大会実行委員会事務局（スポーツ推進課内）

　　☎ 0996-73-4649

　 認 知 症 に つ い て 正 し く 知 り、 認 知 症 の 方 を　　　
" 地域で支える ” ことについて、一緒に考えてみ
ませんか。

◆開催日　 12 月８日 土  、９日 日

◆会場　総合体育館
　　　　（阿久根総合運動公園内）

あくねボンタンロードレース大会の参加者受付中
第 35 回 開催日 12 月 2 日 日 

◆受付期間   ９月３日 月 ～ 11 月５日 月 

問　地域包括支援センター　☎ 0996-73-1272

　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0996-73-0297
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　従来どおりの集団検診（県民総合保健センターが行う検
診）と完全予約制検診（博愛会とヘルスサポートセンター
鹿児島が行う検診）を選択して受診できます。
　なお、完全予約制検診を希望される方は、事前に申し込
んでください。

20 歳・30 歳代で子宮頸がん、40 歳代では乳がんが増えています。この２つのがんは、早期発見・

早期治療をすればより高い確率で完治します。乳がん検診は２年に１回、子宮頸がんは毎年受診するこ

とが勧められています。

子宮頸がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

Notification from Akune City Hall

市役所からのお知らせ

子宮頸がん検診
（20 歳以上） 7 0 0 円

乳がん検診
（２方向：40 歳代） 1 , 5 0 0 円

乳がん検診
（１方向：50 歳以上） 1 , 0 0 0 円

骨粗しょう症検診 2 0 0 円

子宮頸がん検診
（20 歳以上） 7 0 0 円

乳がん検診
（２方向：40 歳代） 1 , 5 0 0 円

乳がん検診
（１方向：50 歳以上） 1 , 0 0 0 円

骨粗しょう症検診 2 0 0 円

期日 会場
午前 午後

10 月 27 日 ( 土 ) 西目地区集会施設 西目地区集会施設

10 月 28 日 ( 日 ) 保健センター 保健センター

10 月 29 日 ( 月 ) 保健センター 保健センター

10 月 30 日 ( 火 ) 保健センター 保健センター

10 月 31 日 ( 水 ) 保健センター 鶴川内地区集会施設

11 月 1 日 ( 木 ) 脇本地区公民館 脇本地区公民館

11 月 2 日 ( 金 ) 脇本地区公民館 脇本地区公民館

期日 会場
11 月 3 日 (土・祝 )

保健センター11 月 19 日 ( 月 )

11 月 20 日 ( 火 )

従 来 ど お り の 集 団 検 診 、 予 約 不 要（ 県民総合保健センターが行う検診）

完 全 予 約 制 検 診（ 博 愛 会 とヘ ルスサ ポ ート セ ン ター 鹿 児 島 が 行 う 検 診 ）

検診内容　子宮頸がん検診、乳がん検診、骨粗しょう症検診

検診内容　子宮頸がん検診、乳がん検診、骨粗しょう症検診

※市ホームページから申し込み

※博愛会　健診事業部（相良病院）
　☎０９９－２２４－１８２１

※ヘルスサポートセンター鹿児島
　☎０９９－２６７－６２９２

※ＱＲコードから申し込み
■ インターネット予 約（24 時間受 付）

■  電話 予 約（平日、9 時 ～ 17 時）※「阿久根市の女性がん検診の申し込みです」と最初にお伝えください。

受
◆ ◆

付時間　８時 30 分～９時、12 時 30 分～ 13 時

実
◆ ◆

施時間　９時～ 17 時の指定された時間

期日・会場

期日・会場

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

１日100 人限定

　定員に達し次第、

　受付を終了します

申し込 みが 必 要 です 申 込 期 間
９月 19 日 ( 水 ) ～９月 2 9 日 ( 土 )

料金

問　 健康増進課 保健予防係
　　☎０９９６－７３－１２２８

料金

阿久根市　女性がん検診　検索

ど
ち
ら
か
選
択
し
て

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

女
性
が
ん
検
診

積
極

的に受診しましょう
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運動・身体活動の目標！

９月は健康増進普及月間です

就学前の子ども医療費の

窓口負担が無料になります

 向井  浩
ひ ろ ゆ き

文 医師

木曜日担当医

（所属病院）　
　内山病院
　回生苑・真和苑施設長
（専 門 科）
　一般内科・呼吸器内科
（専門分野）
　放射線学会専門医

　昨年末に私の同級生が食道がんで亡くなり

ました。彼は、たばこをつまみに酒を飲んで

いたようです。つまみを食べないのは、太ら

ないためでした。

　食道がんと喫煙、飲酒にはどのような関係

があるでしょうか。

　たばこを吸うと、食道がんになる確
率は約 7 倍に上がります。それに飲
酒が加わると約 35 倍になります。ち

なみに喉頭がんは 70 倍になります。その他

の消化器がんも、確率が 10 倍から 20 倍に

上がります。それと酒を飲んで赤くなる人は、

さらに確率が上がります。　

　私は、たばこを吸いませんが、酒が好きで

ほぼ毎日飲んでいます。それで年に１回、胃

カメラで食道と胃をチェックしています。検

査をしたドクターからは、私の胃と食道は、

外見と反対だそうです。

　病気は早期発見、早期治療が原則です。また、

がんにならないように、日頃の節制も必要です。

　最近は、認知症が増えています。認知症も

普段の節制が予防として重要です。人に頼ら

ず、なんでも人任せにせず、自分で何でもする、

これが重要だと思います。

　近年、がんや循環器疾患などの生活習慣病
の増加、また、高齢化が進む中、医療・介護
にかかる費用負担の増大が深刻な問題になっ
ています。
　市民の皆さんが病気を予防し、元気で長生
きできる期間（健康寿命）を延ばすことによ
って、豊かな人生を送ることを目指し、平成
27 年度、第２次阿久根市健康増進計画「あく
ね元気プラン」を策定しました。
　一人ひとりが健康に関心を持ち、健康づく
りの輪を広げましょう！

　市民税非課税世帯（世帯全員が非課
税）の就学前の子ども医療費の窓口負
担が無料となる乳幼児医療給付事業が、
鹿児島県内の医療機関などを対象に、
10 月１日診療分から実施されます。
　対象と思われる方には、案内文を郵送して
いますので、ご確認の上申請してください。
また案内文が届いていない方で対象と思われ
る方につきましても、手続きされるようお願
いします。
　単身赴任等で、住所は別にしていても、仕
送り等で生計を維持している場合等は、同一
世帯とみなします。
◆申請に必要なもの
　・申請書（対象と思われる方には
　　郵送してあります）
　・印鑑
　・平成 30 年１月１日に阿久根市に住所が
　なかった場合は、世帯全員分について、前
　住所の市区町村が発行する「平成 30 年度
　非課税証明書」が必要です。

病気のはなし

大川診療所通信

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

9 時
▼

12 時

山中
弘毅医師

向井

浩文医師

14 時
▼

17 時

永田
和弥医師

黒田

　篤医師

瀬戸口

　学医師

【診療時間と担当医】

大川 8224

☎ 0996-74-0054

問　健康増進課　保健予防係　☎ 0996-73-1228

問　福祉課　児童対策係　☎ 0996-73-1248

（対象：市民税非課税世帯の就学前の子ども）

▼
▼

▼

運動の必要性を知ろう！
自分の健康に適した運動を実践・継続しよう！
運動やスポーツを楽しく実践・継続するための
環境づくりをしよう！



Notification from Akune City Hall

市役所からのお知らせ

　バーベキュー大会では、
ブランド牛「華鶴和牛」を
含めた豪華お肉セットをお
楽しみいただけます。この
セットは、事前に販売する
チケットと交換になります
ので、ご注意ください。

◆セット内容
　華鶴和牛・豚・鶏肉・ウインナーセット
　　　（炭やコンロなどの準備費込み）
◆販売所
　阿久根市農政課
　同三笠支所
　同大川出張所
　ファミリーマート（Fami ポート）
※大会当日が雨天の場合は中止とし、当日から 10 月
10 日（水）まで市役所ロビーで肉の引き渡しを行います。

（中止の判断は、当日午前６時までに行います）

▼
▼

▼
▼

第３回 華のＢＢＱ ＡＫＵＮＥ

10 月８日 月・祝　番所丘公園で開催します

　阿久根の農水産物を集め、市内外の方々に味わっ
ていただくイベント「華のＢＢＱ（バーベキュー）
ＡＫＵＮＥ」を 10 月８日 ( 月・祝 ) の 11 時から 17
時まで番所丘公園お祭り広場で開催します。
　バーベキュー大会では、ブランド牛「華鶴
和牛」（Ａ４ランク以上）を目玉とした
お肉セットを提供するほか、市内で生
産される水産加工品や野菜などの販売
コーナー、特産品が当たるお楽しみ抽
選会、牧草転がしゲームなど、楽しいイベン
トが盛りだくさんとなっています。
　多くの方のご来場を心からお待ちしています。

チケット１枚 2,000 円 ( 税込 )   限定 2,000 枚

問　阿久根市大バーベキュー大会　実行委員会事務局
　　（農政課内）  　☎０９９６（７３）１１４２

阿久根みどこい秋まつり花火大会

チケットは早めに
お買い求めください !!

司会で会場を盛り上げる！

ＭＢＣタレント・野口たくお さん

　会場内のお肉交換ブースで
　チケットとお肉セットを交換

　スタッフが炭をセットしたら　
　ＢＢＱ 開始

　会場内に設置してある
　テーブルコンロに移動

当日のながれ
～ HOW TO ENJOY BBQ ～

１

３

２

今年は阿久根商工会議 所創立 60 周年を記 念して、なんと約１万発を打ち上げます。
大玉６０連発打ち上げ 花火のほか、今年も音楽に合わせたレーザーショーも予定！
お楽しみに !!

18 時から会 場周辺の道 路 の 一 部は

交 通 規 制がかかります。
ご 注 意ください。

◆日時　 10 月８日 月・祝  19 時 30 分～

◆場所　阿久根新港外港

問　阿久根商工会議所　☎ 0996-72-1185

　①　「チケットを探して買う」

　②　「ハナノバーベキュー」と入力

　③　「第３回　華のＢＢＱ　ＡＫＵＮＥ」を選択

　④　必要枚数、連絡先を入力して発券申し込み

　⑤　レジで支払いを行い、チケットを受け取る。

 ファミリーマート
   （Fami ポート）

での購入方法

追加用の肉やカット野菜、おにぎり、飲み物 
などは地元出店販売業者の販売ブースで購入し
ていただくことになります。

会場内への飲食物の持ち込み

はお控えください。

14



が
き
を
使
っ
た
架
空

請
求
に
関
す
る
相
談

や
被
害
が
急
増
し
て
お
り
、

消
費
者
庁
か
ら
も
注
意
喚
起

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
方
が
受
け
た

は
が
き
は
普
通
郵
便
で
届
き
、

タ
イ
ト
ル
が
「
総
合
消
費
料
金

に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の
お

知
ら
せ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
料
金
の
未
払
い
が
あ

り
、
訴
状
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
連
絡
な
き
場
合
に
は
差
し

押
さ
え
に
な
り
ま
す
。
裁
判
取

り
下
げ
の
相
談
を
行
っ
て
い
る

の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
文
面
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、取
り
下
げ
期
日
が
、

は
が
き
が
届
い
た
日
の
翌
日
か

ら
２
日
後
に
な
っ
て
い
ま
す
。

17

【第51回】消費生活コーナー

は
◆ ◆ ◆

がきを使った

架空請求

困った時はご相談を！

阿久根市消費生活センター

（商工観光課内）

☎0996-73-1211( 内線1112)

８月の生ごみ収集量

91,819kg （前月比 - 2 . 6 ％）

　

差
出
人
は
、「
法
務
省

管
轄
支
局　

国
民
訴
訟

通
達
セ
ン
タ
ー
」、「
法
務

省
管
轄　

民
事
訴
訟
管

理
セ
ン
タ
ー
」、「
法
務
省

管
轄
支
局　

民
間
訴
訟

告
知
管
理
セ
ン
タ
ー
」、

「
法
務
省
管
轄　

国
民
訴

訟
お
客
様
管
理
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
法
務
省
と
は
全
く

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

は
が
き
を
受
け
取
っ
た
消

費
者
が
不
安
に
な
っ
て
、
は

が
き
に
記
載
し
て
あ
る
電
話

番
号
に
電
話
す
る
と
、「
弁

護
士
を
紹
介
す
る
」
と
言
わ

れ
、
電
話
番
号
を
教
え
ら
れ

る
と
、「
紹
介
費
用
を
払
う

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
弁
護
士
と
称

す
る
と
こ
ろ
に
電
話
を
す
る

と
、「
訴
訟
の
取
り
下
げ
費

用
」
と
称
し
、
金
銭
を
要
求

さ
れ
ま
す
。
金
銭
の
支
払
い

方
法
と
し
て
は
、
銀
行
口
座

へ
入
金
さ
せ
た
り
、
コ
ン
ビ

ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を

購
入
し
そ
の
番
号
を
伝
え
る

よ
う
指
示
さ
れ
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
お
金
を
支
払
っ

て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と

は
、
非
常
に
困
難
で
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
は
が
き
が

来
た
ら
絶
対
に
電
話
な

ど
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
後
、

差
出
人
の
名
称
を
変
え
て
送
付

し
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

架
空
請
求
な
の
か
不
明
な

場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

は

「
○
○
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」

　
　
　

法
務
省
管
轄
支
局　

○
○
セ
ン
タ
ー

架
空請求かも！

気
をつけて !!

生ごみの分別を！

市内で排出される可燃ごみのうち生ごみの重量は　　

約 4 割と大きな割合を占めています。生ごみを分別し

て排出することで可燃ごみの減量化、循環型社会形成

の推進、CO２排出量削減などの効果が期待されます。

異物を混入しない

　プラスチック、木質、金属は入れないでください。

　　例：ビニール、薬の外装、割りばし、つまようじ、アルミホイルなど

堆肥にならない，悪影響を与える生ごみを分別する

　骨や貝殻、調味料（料理に使用されているものを除く）、液状のものを入れないでください。

　　例：ケチャップ、マヨネーズ、マーガリン、バター、ソースなどをそのまま絞って入れるなど

　　　　料理についている場合は入れてかまいません。

水切りをしっかりする

水切りバケツや三角コーナーなどで水切りをしてください。各ごみステーシ

ョンに置かれている青いバケツに入れる際は、水切りバケツに残った水

を入れないでください。なお、水切りバケツ（白色）は、青いバケツに生ごみを

入れることに協力していただく世帯に対して、各区長を通して無料配布しています。
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　　 巨大カボチャがずらり
重さを競うコンクール県大会開催

　三笠地域村おこし有志会が主催する恒例行事
「第 14 回日本一どでカボチャコンクール鹿児島

大会」が８月 19 日、脇本地区公民館で行われま
した。
　この日のために大切に育てられたカボチャは
32 個集まり、重さが 180kg を超える大きいも
のも並び、来場者は写真に収めるなどして楽しん
でいました。
　また、同会場でたこ作り体験やハーモニカ、郷
土芸能の山田楽
の演奏披露、特
産品の販売など
もありました。　
　重量で１位を
獲得したのは次
の方々です。

【一般の部】
双津　久夫さん　
1 8 8 . 4 kg

【小学生の部】
福浦　湊 君
 3 7 . 6 kg

　阿久根漁港新港で８月 12 日、「第 26 回
あくね新鮮おさかな祭り」が開催され、家
族連れなど多くの来場者でにぎわいました。
　会場には、魚介類や水産加工品が店頭に
並び、買い物客の目を引いていました。
　子どもたちはブリやアジなどの「魚のつ
かみどり」に挑戦。プールに放された魚を
つかまえようと、子どもたちはずぶ濡れに
なりながら勢いよく追いかけていました。
　また、特設ステージでは、太鼓演奏やハ
ワイアンフラなどの披露が行われ、盛り上
がりました。
　マグロの解体ショーでは、観客は大きな
マグロが手際よくさばかれる様子をじっと
見守っていました。その後の試食タイムで、
さばきたてのマグロを食べた来場者は笑顔
になっていました。

たくさんの来場者で大にぎわい
　　新鮮おさかな祭り開催

脇本小・山下小の児童が伝統芸能を継承

　毎年夏休みになると、脇本小学校で「山田楽」（写
真上）、山下小学校で「山下三尺棒踊り」（写真下）
を継承する活動が、学校内で行われています。
　脇本小では今年で 35 年目の取り組みで、保存
会の松﨑勝雄さんや山田勝さんが５年生 34 人を
指導。また、山下小では 27 年目で、保存会 25
人が４～６年生 29 人を指導されていました。
　子どもたちは、９月、10 月にある神社への奉
納や敬老会、運動会披露などに向けて、稽古に汗
を流していました。
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まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208



鶴川内中学校で生徒と児童が交流
　　　　「よかどし」実施

　鶴川内中学校で８月 22 日、同中生徒 ( 全学年
36 人 ) と鶴川内小、田代小、折多小、阿久根小５・
６年生の児童 21 人が交流する毎年恒例行事「よ
かどし」が行われました。
　じゃんけん列車ゲームやソーラン節体験などの
レクリエーションのほか、カレー作り、統計を学
ぶ授業などで親睦を深めました。
　折多小５年の奥園こゆきさんは「ソーラン節は
難しかったけど、やさしく教えてもらえて楽しかっ
たです」とにっこり笑顔。また、鶴川内中３年の
児玉幸成君は「後輩と楽しく１日を過ごせました。
また一緒に学べる日が楽しみです」と話しました。

　７月 11 日、12 日、８月８日の３日間、市内の
幼稚園や保育園、認定こども園で、阿久根消防署
による「おもちゃ花火教室」を開催しました。
　この教室は、子どもたちに手持ち花火を安全に
楽しんでもらい、子どもの火遊びによる火災やけ
がの防止を目的に開催しており、今年度で２回目
の実施です。
　子どもたちは、「花火を人や家に向けない」、「大
人と一緒に遊ぶ」など約束事や正しい遊び方につ
いての説明を受けた後、実際に花火に火をつけ、
水バケツに入れるまでの一連の流れを体験しまし
た。

　日頃から剣道で心身の鍛錬に励んでいる阿久根
市・長島町の児童生徒が競う大会（25 回目）が
８月 25 日に武道館で行われ、熱戦が繰り広げら
れました。優勝者は次のとおりです。（敬称略）

【小学生低学年団体戦】　脇本錬心館Ａ
【小学生低学年個人戦】　尾道　心咲
【小学生高学年団体戦】　長島洗心館Ａ
【小学生高学年個人戦】　大野　巧磨
【中学生男子団体戦】　　三笠中学校Ａ
【中学生男子個人戦】　　山田　悠翔
【中学生女子団体戦】　　鷹巣中学校
【中学生女子個人戦】　　竹原　咲

火事用心！花火の遊び方を学ぶ
　　おもちゃ花火教室開催

日頃の鍛錬の技競う
阿久根警察署管内防犯少年剣道大会

　市内の４中学校（阿久根中、三笠中、鶴川内
中、大川中）の生徒会役員が集まった「中学生会
議」が８月 10 日、市役所で行われました。学校
生活を送る中で共通した実践事項を取り決める会
議で、今回３回目の実施です。
　人権をテーマにして、生徒たちは、「自分だけ
でなく周りの人も大事にすることが重要」「人を
外見だけで判断せず、平等に認識することが大事」
など意見を出し合い、事前に作成した宣言文案に
発表意見を盛り込んだ「わたしたちの人権宣言」
を各学校共通の実践事項として決定しました。

　 市内４中学校で実践していく
「わたしたちの人権宣言」を決定

子どもたちにソーラン節を披露する生徒たち＝鶴川内中学校

まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208
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多
阪
急
に
て
、
８
月
18

日
、
19
日
に
う
ま
ち

か
甲
子
園
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
九
州
各
県
の
高
校
生
が

企
画
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商

品
や
学
校
で
製
造
し
た
加
工

食
品
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
回
が
７
回
目
で
22
校

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
５
回
目
の
参
加

と
な
る
鶴
翔
高
校
は
今
回
、
阿

久
根
の
エ
ビ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
「
エ
ビ
カ
ツ
」
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
阿
っ
く
ん
」
も
登
場
し
、
売

り
場
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

参
加
し
た
２
年
生
の
桐
野
恵

佳
さ
ん
（
鷹
巣
中
）
は
、「
鹿

児
島
で
の
販
売
会
と
違
っ
て

豚
み
そ
を
知
ら
な
い
人
が
多

く
、
商
品
の
説
明
や
試
食
の

出
し
方
な
ど
今
後
の
課
題
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。」
と
都
会

で
の
販
売
会
だ
か
ら
こ
そ
の

学
び
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

職
希
望
の
３
年
生
を
対
象

と
し
た
模
擬
面
接
が
８
月

27
日
、
阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ(

Ｒ
Ｃ)

の
会
員
14
人
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

阿
久
根
市
内
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
Ｒ
Ｃ
の
会
員
か
ら
「
答
え
ら

れ
る
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の
は

は
っ
き
り
と
し
て
、
自
信
を
も
っ

て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
模
擬
試
験
を
生
か
し
て
、

本
番
で
は
自
分
を
十
分
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

井
国
体
の
ボ
ク
シ
ン
グ

競
技
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
８
月
17
日
～
19
日
の
３

日
間
、
阿
久
根
市
の
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
も
出
場
し
た
茶
縁
瑞
生
君
が

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

食
品
技
術
科
の
茶
縁
君
は
、
減

量
中
に
豚
み
そ
の
製
造
実
習
が

入
る
な
ど
食
べ
物
の
誘
惑
と
闘

い
な
が
ら
減
量
を
続
け
、
試
合

に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　
３
年
間
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
活
動

を
終
え
、
今
後
は
進
路
実
現
に
向

け
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

博多阪急うまちか甲子園で
阿久根をＰＲ！

　「自信をもって試験に臨んで」
阿久根ロータリークラブが模擬面接

　　 福井国体九州ブロック大会
ボクシング競技で茶縁瑞生君が準優勝

42

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」
そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

博

就

福
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１
８
６
６
年
（
慶
応
２
年
）、

松
木
弘
安
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰

国
し
て
３
週
間
後
、
駐
日
英
国

公
使
ハ
リ
ー
＝
パ
ー
ク
ス
が
鹿

児
島
に
来
る
こ
と
に
な
り
、
弘

安
は
接
待
役
と
な
り
ま
し
た
。　

　

小
松
帯
刀
、
西
郷
隆
盛
と
パ

ー
ク
ス
の
会
談
に
、
弘
安
は
同

席
し
て
い
ま
す
。
西
郷
が
書
役

に
送
っ
た
書
簡
の
中
に
は
「
松

木
が
会
談
の
場
に
い
な
け
れ
ば

薩
摩
側
の
意
図
を
明
確
に
伝
え

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い

う
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
江
戸
に
駐
在
し
、

パ
ー
ク
ス
と
の
連
絡
に
あ
た
る

よ
う
に
藩
か
ら
の
命
令
を
受
け

た
弘
安
は
、
鹿
児
島
城
下
を
出

立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
松
木
姓

を
「
寺
島
」
と
変
え
る
こ
と
を

願
い
出
て
、
こ
れ
を
許
さ
れ
ま

す
。
江
戸
で
反
幕
的
活
動
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
蕃
書
調
所
時

代
の
旧
名
を
名
乗
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
考
え
、「
寺
島　
　

陶と
う
ぞ
う蔵

」
と
改
名
し
た
の
で
す
。

　

寺
島
と
は
、
脇
本
湾
に
浮
か

ぶ
小
島
の
名
前
で
、
浦
辺
に
あ

る
松
木
邸
か
ら
は
、
ご
く
間
近

に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゆ
る
や
か
に
弧
を
描
く
島
影
が

美
し
く
、
弘
安
は
、
朝
夕
変
化

す
る
そ
の
陰
影
が
好
き
で
、
帰

省
す
る
と
座
敷
の
縁
側
に
座
っ

て
、
長
い
間
眺
め
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

寺
島
陶
蔵
と
な
っ
た
弘
安

（
以
下
「
寺
島
」
と
記
述
）

は
、
明
治
の
動
乱
の
中
で
、
近

代
国
家
建
設
の
た
め
に
情
熱
を

注
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
政
府
が
発
足

し
た
１
８
６
８
（
明
治
元
）
年

１
月
、
外
国
事
務
取
調
の
御
用

掛
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
政

府
の
中
に
あ
っ
て
、
外
国
と
の

交
渉
の
場
に
臨
み
ま
す
が
、
寺

島
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
国

際
感
覚
や
海
外
体
験
が
生
か
さ

れ
て
、
日
本
の
外
交
的
危
機
状

況
を
救
っ
た
と
い
え
ま
す
。

多
忙
を
極
め
る
寺
島
で
し
た

が
、
同
年
４
月
に
は
横
浜
裁
判

所
（
外
交
常
設
機
関
）
に
勤
務

を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
地

方
制
度
の
改
編
に
伴
い
、
９
月

に
は
神
奈
川
県
知
事
に
任
命
さ

れ
ま
す
が
、
外
国
官
判
事
と
の

兼
務
で
し
た
。

　

寺
島
は
、
国
政
事
務
と
し
て

の
外
交
と
地
方
事
務
を
同
時
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
実
に
煩
雑
な
立
場
に
置
か

れ
ま
す
。
こ
の
神
奈
川
県
知
事

時
代
に
、
西
欧
諸
国
と
の
修
好

通
商
航
海
条
約
調
印
な
ど
数
多

く
の
外
交
問
題
を
手
掛
け
る
一

方
で
、
造
幣
機
械
購
入
、
灯
台

建
設
、
電
信
機
敷
設
な
ど
、
日

本
の
近
代
化
に
関
わ
る
多
く
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
日
本
の
近
代
化
に
は

情
報
通
信
網
の
整
備
が
欠
か
せ

な
い
と
し
て
、
い
ち
早
く
電
気

通
信
と
日
本
郵
便
の
国
際
化
を

実
現
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
電

気
通
信
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

松
木
弘
安
伝

１
８
３
２
年

(

天
保
３
年)

～
１
８
９
３
年

(

明
治
26
年)

－其の参－

阿
久
根
が
生
ん
だ
明
治
外
交
の
パ
イ
オ
ニ
ア

新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に

  【
特
集
】
松
木
弘
安
（
寺
島
宗
則
）
旧
家
保
存
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

松木邸側から見る寺島

松木弘安（寺島宗則）
　　　　　画：黎明館蔵

幼少期から蘭学を学ぶ。

島津斉彬に仕え、集成

管事業に携わり、日本

近代化の礎を築く。国内

外の電信政策を推進し、

「電気通信の父」とも呼

ばれる。また、国政に

おいても、外務卿や文

部卿、元老院議長など

を歴任し、日本外交の近

代化と条約改正に力を尽

くした。
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浄
化
槽
の
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
は
、
浄
化
槽

法
に
よ
り
定
期
的
に
契
約
業
者
が
行
っ

て
い
る
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
法

定
検
査(

使
用
開
始
検
査
・
定
期
検
査)

を
受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、(

公
財)

鹿
児
島
県

環
境
保
全
協
会
が
事
前
に
は
が
き
で
通

知
し
た
日
に
お
伺
い
し
、
水
質
調
査
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
浄
化
槽
の
設
置
工
事
・

保
守
点
検
・
清
掃
お
よ
び
そ
の
後
の
使

用
状
況
な
ど
が
適
正
か
検
査
し
、
問
題

が
あ
れ
ば
早
期
に
そ
れ
を
改
善
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。　

　
検
査
料
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま

す
。
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
検
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、

必
ず
受
検
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

処理対象
人員

使用開始
検査

定期検査
合併浄化槽 単独浄化槽

５人槽
～

10 人槽
11,000 円 6,000 円 4,000 円

▼
▼

▼
▼

無
戸
籍
の
方
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

屋
根
や
外
壁
塗
り
替
え

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
１
級
塗
装
技
能
士
が
解
説
す

る
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
を
使
い
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
の
塗
装
の

正
し
い
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
ま
す
。
ま
た
、
質
問
、
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。（
参
加
費
無
料
、
要
予
約
、

先
着
10
人
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。）

◆
日
時

　
10
月
17
日

（水）
・
20
日

（土）

　
　
10
時
～
12
時
、
14
時
～
16
時

◆
場
所　
市
民
会
館
２
階　
第
８
会
議
室

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

(

一
社)

市
民
講
座
運
営
委
員
会

　
☎
０
１
２
０
（
６
８
９
）
４
１
９

※
問
い
合
わ
せ
先

　

(

公
財)

鹿
児
島
県
保
全
協
会　
☎
０
９
９(

２
９
６)

９
０
０
０

必
ず

受
検
し
て
く
だ
さ
い
！

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、
無
戸
籍

の
方
ま
た
は
そ
の
関
係
者
と
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
に
よ
っ
て
戸
籍
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
、
無
戸

籍
状
態
の
解
消
に
向
け
た
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
無
戸
籍
で
お
悩
み
の
方
ま
た
は
無
戸

籍
の
方
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

　
平
日
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局　
　
　
　
　
　
　
　

　
☎
０
９
９
６
（
２
２
）
２
３
０
０

　この時期は火を使う機会が多くなり、空
気も乾燥しますので、火を使う際には十分
注意しましょう。
　万が一、火が出たときには、一人で消
そ う と せ ず に、 隣 近 所 に 火 事 を 知 ら せ、
速やかに「119 番」
をしてください。
　一般の人が消火できる
限度は、天井に火が回る
までです。それ以上燃え
広がった場合は危険ですので、素早く避難
し、消防隊に任せましょう。

          火災時の心構え

  早く知らせる、早く火を消す、　
  早く逃げる。
  火を使うときは、その場を離　　
  れない。　　　　　　　　
  火を消したときは、完全に消  
  えていることを確認する。
  出かける前や寝る前に、火の  
  元を確かめる。

 住宅用火災警報器は 10 年を目安 　

 に交換をお勧めします！

　 住 宅 用 火 災 警 報 器
は、古くなると電子部品
の 寿 命 や 電 池 切 れ な ど
で、火災を感知しなくなることがあるため、　　
10 年を目安に交換をお勧めしま
す。いざというときに確実に作動するよう、　　　
日頃から適正な維持管理をしましょう。

　住宅用火災警報器や消火器の
　『不当な訪問販売』にご注意！！

   11 月９日 ( 金 ) ～ 15 日 ( 木 )

秋季全国火災予防運動 
問　 阿久根消防署　☎ 0 9 9 6 - 7 2 - 0 1 1 9

税
務
署
へ
ご
提
出
い
た
だ
く
税
務
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
※ 

問　

出
水
税
務
署　

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
２
０
０
（
自
動
音
声
案
内
）

▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 
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福
祉
に
関
す
る
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど
専
門
の
知
識
を
も
っ

た
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　
「
身
体
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と
」、

「
家
庭
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」、「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
」
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
お
困
り
事
、
心
配
事
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
予
約
は
不
要
で
、
市
民
の
方

は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
日
時
・
会
場

▼
10
月
９
日
( 火 )

 　　　　
・
10
時
～
12
時　
　

　
　
　

大
川
出
張
所　

　

・
13
時
～
15
時

　
　

西
目
地
区
集
会
施
設

※
問
い
合
わ
せ
先

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

Ｐ
Ｃ
・
基
礎
科
訓
練
生
を

募
集
！

　
県
で
は
離
職
者
の
再
就
職
支
援
と
し

て
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

◆
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
び

　
再
就
職
を
目
指
す
も
の
。

◆
応
募
資
格

　
雇
用
保
険
者
受
給
者
（
優
先
）・　

　
再
就
職
の
意
欲
が
高
く
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
に
求
職
登
録
し
、
安
定
所
長
の
受

　
講
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

◆
定
員　
20
人

◆
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
訓
練
生
総
合

　
保
険
料
は
自
己
負
担
）

◆
募
集
期
間

　
８
月
21
日
( 火 )
～
９
月
28
日
( 金 )

◆
選
考
試
験　
10
月
10
日
( 水 )

◆
訓
練
期
間

　
10
月
25
日
( 木 )
～
平
成
31
年
１
月
24
日
( 木 )　

◆
訓
練
場
所

　
出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

◆
申
し
込
み
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
６
８
５

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

第 20 回
(公財) 阿久根市美しい海のまちづくり公社

 グラウンド・ゴルフ大会

◆日時　10月25日 木

　　　   　受付 8：30 ～

◆場所　阿久根総合運動公園 
　多目的運動広場（ソフトボール場）

◆募集チーム　6 4 チームまで
◆参加資格　阿久根市在住の方
◆参加費　　2 0 0 円／人
◆募集締切　10 月 11 日 （木）
※申し込み・問い合わせ先

　( 公財 ) 阿久根市美しい海のまちづくり公社

☎０９９６－７２－１７５５

とき

場所

― 毎月第２日曜日開催 ―

問 ㈲尾塚水産 ☎ 0996-72-0742

あくね新鮮朝市

※駐車場の台数には限りがあります。
　ご注意ください。

イベント

伝統行事

鮮魚・干物等販売のほか、魚さばきなど

毎月変わる体験コーナーもあり！

10月14日 日　8:30 ～ 11:00

 水産振興センター（阿久根市晴海町３番地）

      

を
チ
ェ
ッ
ク
!!

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

◆開催日　 10 月６日 土 

◆会　場　 ホテルＡＢＣパレス

◆開催日　 10 月７日 日 

◆会　場　 市内各小学校

 歓迎レセプション 歓迎レセプション

華の５０歳組

華の 50 歳組R
開催のお知らせ

お
気軽に

ご
利用ください !!
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▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 



  
 

          

    

市立図書館 ☎０９９６－７２－０６０７
開 館 時 間 午前９時～午後７時 図書館へ行こう！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。
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 新刊コーナー
●『星をつなぐ手　桜風堂ものがたり』村山　早紀（著）

● 『ハレルヤ』 保坂 和志 （著）

● 『蝶 の ゆ く へ 』 葉 室  麟 （著）

●『行ったり来たり大通り』五味 太郎（作）

桜 風 堂 書 店 を 託 さ れ、 昔 の 仲 間 た ち と
と も に「 四 月 の 魚 」 を ヒ ッ ト 作 に 導 い
た 一 整。 し か し 地 方 の 小 さ な 書 店 で は
人 気 作 の 配 本 が な く、 出 版 の 営 業 も 相
手 に し て く れ な い。 そ ん な 折、 昔 在 籍
し て い た 書 店 の オ ー ナ ー か ら 呼 び 出 さ
れ…。

生 き て い る 時 間 も 死 ん で い る 時 間 も、
光 や 歓 び や 恩 恵 に 満 ち て い る ―。 片 目
の 猫、 花 ち ゃ ん と の 最 後 の 日 々 を 描 い
た 表 題 作 の ほ か、 川 端 康 成 文 学 賞 受 賞
作「 こ こ と よ そ 」 な ど、 生 き る こ と・
死 ぬ こ と の 発 見 を 描 い た ４ つ の 短 編 を
収録。

バ ス を 待 っ て い る 人、 銀 行 を 探 し
て い る 人、 花 壇 の 手 入 れ を す る 人
…。 い ろ ん な 人 た ち の た く さ ん の
エ ピ ソ ー ド が、 大 通 り を 舞 台 に 描
か れ …。 ペ ー ジ を め く っ て、 行 っ
たり来たりしながら楽しむ絵本。

北村透谷や島崎藤村らが教師を務める
明治女学校に学ぶ星りょう ( 後の相馬
黒光 ) は、　自分らしく生きたいと願
い、葛藤する新時代の女性たちと心を
通わせていき…。

大型絵本・大型紙芝居がたくさんそろってます！

みんなで楽しめる仕掛け絵本や参加型の作品まで数多く取りそろえております。
お 探 し の 際 は お 気 軽 に 図 書 館 員 へ お 尋 ね く だ さ い 。

お話し会やイベントで役に立つ大型絵本、大型紙芝居、エプロンシアター、パネルシアターなど！
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読者のお便り紹介
きいてよY

　

お便り待ってます！！
＜応募方法＞

郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。
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」

久根障がい者青年学級「笑（スマイル）」
のメンバーと阿久根警察署員が８月 19 日、

折多地区集会施設に集まり、座談会やそうめん流
しなどを通じて交流しました。
　スマイルのメンバーは出水養護学校高等部の生
徒と卒業生を合わせた 15 人と、その保護者。毎
月１回集まり、料理やスポーツ、地域行事に参加
したりして活動しています。
　この日はメンバーのうち 10 人が参加し、署員
の交通安全と防犯についての話に耳を傾けてい

ました。また、お昼には、
メンバーの保護者が全長
５メートルのそうめん流
し台を特設し、メンバー
や署員は両側から箸を伸
ばして、次々と流れてく
るそうめんを楽しそうにすくって味わっていまし
た。

  （8月31日現在）

前月比 

人　口 20,691人 （ - 3 8 ）

　男 9,763人 （ - 1 9 ）

　女 10,928人 （ - 1 9 ）

世帯数 10,140世帯（ - 2 3 ）

●出生� 5人/

●転入� 33人/

●死亡� 37人

●転出� 39人

《楽しかった思い出♪》
　最近心に残った出来事は、鶴川内中
学校で行われた「よかどし」です。よ
かどしでは、中学校の先ぱい方と交流
しました。最初はとてもきんちょうし
たけれど、いろいろな活動で多くの人
と交流できました。中学校に行くのが
楽しみになりました。

鶴川内小学校６年

 吉野 もえ さん

阿

1964 年の東京オリンピック開催のとき、阿久根

市は、聖火リレーの中継所になり、県下唯一の聖火

宿泊地となりました。開会式のちょうど１月

前にあたる９月６日に聖火が到着すると、阿

久根市は、感激と緊張に包まれ、全市を挙げ

て歓迎を行いました。聖火台は、県下唯一の

聖火宿泊地を記念して建立されました。

阿 久 根 聖 火 台
阿久根
総合運動公園内

海に向かって懸命に
歩くカメに「元気で
ね～」と声をかけな
がら見送る子どもた
ち＝脇本海岸

そ う め ん 流 し を 楽 し む 青 年
学 級 の メ ン バ ー や 警 察 署 員
た ち。 メ ン バ ー の 山 川 大 地
君 は「 来 年 も そ う め ん 流 し
を や り た い で す。 通 勤 時 も
交 通 安 全 に 気 を つ け ま す 」
と笑顔で話しました。

（　　　　　　　　）

障がい者青年学級メンバーと警察署員が楽しく交流

楽しそうですね♪これからもメンバーみんなが
笑顔になれるような活動を続けてくださいね！

ウ
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食事処 皆 楽
阿久根市塩浜町2丁目101番地

☎０９９６ - ７３ -４２５５

み　ら　く

定休日　火曜日

お昼のランチ 680 円～

11:30 ～ 14:00

夜の小宴会、ご家族の食事会

などＯＫ！

18:00 ～ 22:00

問　阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」　☎ 0996-72-3646

問　市教育委員会　生涯学習課　☎ 0996-72-1051

▼
▼

▼
▼

▼
▼

第１２回 

阿久根伊勢えび祭り

５２年の歴史に幕をとじる

市民会館クロージングイベント
 　 大 ホール

　 沖吉けい子さん童謡コンサート

　 落書きイベント

ホールロビー

　市民会館での思い出の写真展示

新鮮な海の幸を味わうイベント

伊勢エビの漁は、天候により左右されます。

ご利用の際には、必ずご予約をお願いします。
      （一部店舗では予約できないところがあります）
営業時間および料理の内容・料金は、参加店で異なります。
伊勢エビの大きさなどによって、料金の変動があります。店舗の詳しいことは、チラシやポスター、阿久根市観

光連盟ホームページなどをご覧ください。

昭和 42 年 平成 30 年

アクネ大使
沖吉けい子さん

阿久根伊勢えび祭り　検索

ー  市内１0 店舗で趣向をこらして開催中！  ー

９/１　　10/31

10/21日13:00 ～

土開催
期間

▼

水

お知らせ

お知らせ

阿久根店
☎ 09 9 6 - 6 4 - 6 2 6 6

【仕事内容】
①ホール ( フロア清掃・料理提供・注文伺いなど )
②キッチン ( 食材仕込みや調理の補助・洗い場など )

【その他時給・勤務時間・待遇など】

　お気軽にお問い合わせください！

※店休日 ９/20( 木 )、27( 木 )

※ 土、日・祝日の 15 時以降は、お持ち帰り
寿司の販売のみとさせていただきます。

●編集／発行 阿久根市総務課秘書広報係 〒899-1696  鹿児島県阿久根市鶴見町200番地 ☎0996-73-1208（直通）
●阿久根市ホームページ ＵＲＬ http://www.city.akune.kagosh ima.jp
●阿久根市観光サイト ＵＲＬ http://go-akune.jp
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